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はじめに

世界 万種の海洋動物のうち 分の はサンゴ礁

域に生息しており、定期的な調査が必須である。従来

の調査法は、膨大な人件費や調査精度に問題点がある。

この問題を解決する新しい海洋生態系調査システム

「 」を提案し、開発と実証実験を行った。

の構成

は、画像系 とロボティクスの つの技術

を組み合わせ正確かつ大規模な海洋調査を実現する。

魚

水槽の金魚を対象とし、 の画像検出タスクで

機械学習をおこなった結果、平均 の精度を得られ、

基本性能を確かめた。最後に、水族館などで収集した

約 枚の教師画像から 種類の魚を平均 の精

度で判別できる魚 を完成させた。

図１ 魚 の実行画面

サンゴ

サンゴ の開発で必要となるサンゴの良質な教師

画像はインターネットには少ない。まずは、 仮想環

境を用いて良質なサンゴの仮想画像を取得し、基本性

能を明らかにした。最後に、 の画像セグメンテ

ーションタスクで機械学習をおこなった結果、実際の

珊瑚礁での取得した画像データを使って検証し平均精

度 で判別できるサンゴ を完成させた。

ドローン制御

海上 海中ドローンから適切なタイミングと場所で

海中画像を取得するため、ドローンを正確に移動させ

る自動制御方式を開発した。海上 海中のドローンは陸

上からは直接目視できないため、海中ドローンの位置

特定が重要課題である。そこで上空の画像から、 マ

ーカーを用いてドローンの位置特定を行う。図のよう

にマーカーの座標から移動方向と目標方向ベクトルを

作成し、二つの間の角度が小さくなるようにモーター

を制御することで自動制御方式を完成させた。

図２ サンゴ の実行画面

図３ プールでの水上実験

実証実験

夏、沖縄各地のサンゴ礁では大規模な白化が起

きている。そこで瀬底島のサンゴ礁の状態を

で調査した。サンゴ を利用して計算した白化した

サンゴの被度は ％となった。専門家からも未発表の

検査を行うことができ、 の大きな成果である。

図４ 白化サンゴの検出画面（赤 白化サンゴ）
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水中ドローンとAIによる調査システム
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1. はじめに 

 昨今、地球温暖化を代表とする様々な環境問題につ

いて世間の関心が高まりつつあります。しかし、問題

を認識していても規模が大きくなればなるほど実感が

湧きにくく、問題意識が低いという現状があります。 

 こうした状況を打破するためには、若い年代への環

境教育が不可欠と言え、より意識を高めるための施策

やコンテンツ・システムが必要となるでしょう。 

 そこで私たちは、若い年代の中でも特に小学校高学

年に焦点を当てた体験型環境学習システム「SDCs」を

提案します。 

2. システム概要 

SDCs は、環境問題を触触っってて・・見見てて・・考考ええるることによ

って環境に対する意識を高めることのできる教育シス

テムです。 

システム中では、まちがあとどのくらい持続するか

の指標である存続バロメータを 100 年以上にすべく、

まちづくりを行います。 

2.1 触る・見る・考える 

触る 

 物理ブロックの駒を使ってまちを実際に形成します。

直感的な操作でまちを形成することができます。 

 

図 1 筐体イメージ 

見る 

 実際に配置された駒を元にまちを映像化し出力しま

す。環境状態により周囲が変化するため、より理解度

が向上します。 

考える 

 ただまちを作っていくのではなく、システム上の指

示に従って、自分で考えながらまちづくりを行うこと

で、直面している問題について考え、環境意識向上に

繋げることができます。 

2.2 システム使用の流れ 

本システムは、何もないところからままちちをを作作るる→→まま

ちちをを発発展展ささせせるる→→環環境境問問題題をを解解決決すするるという大きく

分けて 3つのステップによって構成されています。 

実際に何もないところからまちを発展させ、環境問

題がどのようにして発生するのか、その過程でどのよ

うに問題を解決すべきか考えながら学ぶことができる

ようになっています。 

3. 存続バロメータ 

 本システムでは、100 年後にそのまちが存続してい

るかの指標を示す存続バロメータがあり、存続年数が

0年になると、まちが滅んでしまいます。 

 まちを 100 年以上存続させるために、発生した問題

に取り組みます。 

4. システム構成 

 本システムは、現実空間と仮想空間の両方を使い、

より没入感のあるまちづくりを行うことができます。

 

図 2 システム構成  

5. 終わりに 

まちづくりを通して、発生する環境問題を解決する

ことができる SDCs は環境問題への意識を高め、自ら考

えながら行動する第一歩になることを願っています。 

2 SDCs
100 年続くまちづくり
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